












 

一般に多胎妊娠は早産におわることが多く,その結果,未熟児出生に起因する周産期の

mortality や morbidity も高い。さらに三胎以上の超多胎妊娠になるとその周産期管理も

一段と困難であり,その予後はいっそう悪くなることが予想される。 

 そこで今回,われわれの施設で取り扱った三胎以上の超多胎妊娠の予後について臨床的

検討を加えてみたので報告する。 


